
一般社団法人 日本交通科学学会

2022 年度事業報告 
１．会議の開催 
１）定時総会
（1）2022年度定時総会

2022年 6月 30日 於 事務局＋web会議システム

２）理事会 （通常２回開催）
（1）2022年度第 1回理事会（2022年度定時評議員会と合同開催）

2022年 6月 6日 於 事務所及び web 会議システム

（2）2022年度第 2回理事会

2023年 3月 16日 事務所及 web会議システム

３）評議員会 （定時 1回開催）
（1）2022年度定時評議員会（前記 2022年度第 1回理事会と合同開催）

４）幹事会
（1）2022年度第 1回幹事会

2022年 5月 16日 於 事務局＋web会議システム

（2）2022年度第 2回幹事会（2022年度第 2回運営委員会と合同開催）

2023年 3月 2日 於 事務局＋web会議システム

５）各種委員会
（1）運営委員会

2022年 10月 13日 於 事務局＋web会議システム

2023年 3月 2日 事務局＋web会議システム（前記 2022年度第 2回幹事会と合同開催） 

（2）編集委員会

2022年 8月 5日 AP 東京八重洲 12F J ルーム＋web会議システム

（3）倫理委員会

2022年 12月に倫理審査 2023年 3月 3日修正後結果通知

2023年 3月に委員会日程調整（開催日：4月 11日 新宿 TKCカンファレンスセンター） 

２．調査・研究の実施 
１）第 58 回日本交通科学学会 学術講演会

大会長：槇 徹雄（東京都市大学 理工学部 教授）

会 期：2022年 6月 28日（火）～29日（水）

開催方式：Web開催 (当日オンライン Zoomウェビナー、後日オンデマンド併用)

メインテーマ：

「より高度な自動車の安全性確保のために～自動運転車の正しい理解に基づく安全性の向上～」 

２）研究部会・研究：助成研究
（1）助成研究

（一社）日本損害保険協会 自賠責運用益拠出 助成研究

・2022年度分 7,500,000円 各研究者には 7月に研究費振込済

・研究成果は、第 16回交通科学シンポジウムで公開



・2023～2025年度申請中（4月 3日付決定通知）

・報告書は 2023年 6月末迄に作成提出予定

研究責任者：一杉 正仁 

研究テーマ；「疾病患者の自動車運転による就労推進に向けた施策の構築」 

2020年度から 3年継続（2020～2022年度） 

研究者：一杉 正仁(滋賀医科大学) 

大西 洋英(労働者健康安全機構) 

三宅 康史(帝京大学医学部救急医学講座) 

伊藤 大輔(関西大学安全社会学部 

國行 浩史(公立諏訪東京理科大学工学部) 

馬塲美年子(慶應義塾大学医学部) 

吉村 幸治(全国ハイヤー・タクシー連合会) 

大西 政弘(全日本トラック協会) 

(2)受託研究

（一社）日本自動車工業会 委託研究

(3)報告書提出済・請求書・納品書送付・報告書冊子版は印刷配布済

(4)研究費は上半期分・下半期分振込完了

(5)2023年度公募申請中（6/8 現在）

【継続】

１．石井 亘「JTDBを用いた小児交通外傷例の分析」 

２．朝見 正宏「交通外傷患者における潜在性てんかんの検討」 

【新規】 

１．桑原 歩夢「車椅子乗車車両による死亡事故例の検証と予防対策の提案」 

２．戸田 均「自動車と介助者同行中車いすの衝突挙動の解析」 

３．川戸 仁「低出生体重児にとっての適切なチャイルドシートの検討」 

４．伊藤 大輔「福祉移送サービスにおける車両関連事故の実態調査」 

【依頼】 

1．「疾病患者や脳損傷者における自動車運転の実態－急変時の対応を含めてー」 

研究委員：一杉正仁（滋賀医科大学） 

三宅康史（帝京大学病院） 

渡邉 修（東京慈恵会医科大学） 

３．啓発・広報事業の実施 
１）賛助会員懇談会
「第 12回賛助会員懇談会」

2023年 1 月 19 日（木） 日本自動車会館 1F「くるまプラザ」 + 講演限定 Web 配信

・「自動車のペダル配置および運転者のペダル操作法とペダル踏み間違いの関係」

関根康史（福山大学 工学部 機械システム工学科） 

・「脳科学からみたアクセル・ブレーキ踏み間違い事故の原因と対策」

渡邉修（東京慈恵会医科大学） 

・懇談、意見交換

２）交通科学シンポジウム・交通科学安全セミナー
「第 16回交通科学シンポジウム」

2022年 3月 3日（金）開催 損保会館大会議室 申込 66名 当日参加 55名（会場＋Web） 

「疾病を有する自動車運転者の就労 -現状と課題について」 



 一杉 正仁 （滋賀医科大学社会医学講座） 

「体調急変時の緊急停止装置について」 

 國行 浩史 （公立諏訪東京理科大学 工学部機械電気工学科） 

「疾病患者の自動車運転に関する世論調査」 

伊藤 大輔 （関西大学社会安全学部） 

「職業運転者の傷病と復職 -近年の裁判例からの検討-」 

馬塲 美年子 （慶應義塾大学医学部） 

総合討論 パネルディスカッション 

３）出版物の発行
「日本交通科学学会誌」2022 Vol.22

・第 22巻補冊：第 58回総会・学術講演会講演集（2022年 6月 30日発行）

・No.1（2022年 9月 30日発行）

・No.2（2023年 2月 28日発行）

４）新聞の連載
「日刊自動車新聞」連載

2019年 9月～2023年 1月にて継続連載終了（172回） 

2022年度分 2022年 4月～2023年 1月迄（43回） 

以上 




